
１．基本的事項
（１）名 称　　・茨城県ＪＡ女性組織協議会

（２）所 在 地　　・茨城県水戸市梅香１－１－４（ＪＡ中央会内）

（３）設立年月日　　・昭和２９年３月

（４）部 員 数　　・６，７２３名　（令和４年７月３１日現在）

（５）役 員 数　　・会長１名、副会長３名、理事８名、監事２名

２．ＪＡ女性組織綱領
一、�わたしたちたちは、力をあわせて、女性の権利を守り、社会的・経済的地位の

向上を図ります。

一、�わたしたちたちは、女性の声をＪＡ運動に反映するために、参加・参画を進め、

ＪＡ運動を実践します。

一、�わたしたちたちは、女性の協同活動によって、ゆとりとふれあい・助けあいの

ある、住みよい地域社会づくりを行います。

３．ＪＡ女性組織五原則
　わたしたちは、健全な食と農を次代に引き継ぐため、ＪＡに結集して活動する、

次の運動原則と性格をそなえた組織です。

一、自主的に運営する組織です。

ＪＡ運動を自らのものと自覚し推進するため、ＪＡ運営への積極的参加を進め、

女性の総意にもとづいて自主的に運営します。

一、こころざしを同じくする女性の組織です。

綱領と原則を十分理解し、住みよい地域づくりを行おうとする女性の集まりです。

一、仲間を増やし、年代・目的・ニーズに応じた活動を行う組織です。

生活に根ざした感性と能力を活かし、学習と実践のもと、より多くの仲間と共

に、それぞれの年代や目的・ニーズに応じた活動を行います。

一、社会に貢献する活動を行う組織です。

環境問題や高齢者福祉問題など社会に貢献する活動を行います。

一、政治的に中立の組織です。

組織としては、一党一派に属さず、政治的には中立の立場をとりますが、個人

の思想信条は自由です。しかし、組織としては政治に無関心ではなく、女性の

要求に基づく農政・政治活動は積極的に行います。

茨城県JA女性組織協議会
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４．JA女性組織協議会の組織概況
（１）ＪＡ女性部の組織数と部員数の推移

年度 組織数 部員数(人）
内フレッシュミズ
組織 部員数(人)

平成２５ ２６ １０，４９９ ７ １９７
２６ ２６ １０，２４５ ８ ２２０
２７ ２０ ９，８７０ ７ １８７
２８ ２０ 　９，６８７ ６ １３７
２９ ２０ ９，１７８ ６ １６０
３０ ２０ ８，５０３ ７ １５４

令和元 １７ ８，１２７ ５ １３４
２ １７ ７，５７３ ５ １２８
３ １７ ７，２３７ ４ １０１
４ １７ ６，７２３ ５ ９８

（２）ＪＡ女性部長名と加入率（令和４年度）

ＪＡ名 女性部長名 女性の
正組合員数Ａ 部員数Ｂ 加入率％

Ｂ／Ａ
フレッシュミズ

部員数
水戸 鯉渕　善子 ２，１５０ ４３８ ２０．４
常陸 吉村　佳子 ６，１６２ ９７８ １５．９ ６
日立市多賀 橘　　道子 １９８ ８２ ４１．４
茨城旭村 長峰　清美 ３８７ ９６ ２４．８
ほこた 菅谷　好美 ４０２ ７４ １８．４
なめがたしおさい 原　　範子 ２，０１７ ３００ １４．９ １８
稲敷 中澤　初枝 １，１５７ １２０ １０．４
茨城みなみ 飯村香代子 １，１６０ ４８７ ４２．０
水郷つくば 大川ちよの ３，５７２ ６３５ １７．８ ３９
つくば市 荒木　たけ １，２３６ １１２ 　９．１
つくば市谷田部 岡野たか子 ５３１ １４９ ２８．１ ２４
やさと 小野もと子 ５０４ ６８ １３．５
新ひたち野 宮窪　安子 ７８０ ２１７ ２７．８
北つくば 利根川秀子 ２，３１４ １，８９５ ８１．９
常総ひかり 山中眞理子 １，３５５ ４１１ ３０．３ １１
茨城むつみ 関　寿美子 ７８９ ３７０ ４６．９
岩井 古矢　昌子 ３０１ ２９１ ９６．７

合　　計 ２５，０１５ ６，７２３ ２６．９ ９８

注１：女性の正組合員数は、令和４年１月末現在
注２：部員数は、令和４年７月３１日現在
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（３）茨城県ＪＡ女性組織協議会役員の推移

＜平成２５～２６年＞ ＜平成２７年～２８年＞

役職名 氏　　名 所属組織 氏　　名 所属組織

会 長 片　庭　富　子 常総ひかり 原　　　範　子 しおさい

副会長 小　磯　節　子 茨城中央 稲野辺　直　子 常陸

副会長 石　井　多実子 稲敷 中　嶋　照　子 やさと

理 事 清　水　久　子 茨城みどり 白　石　晴　子 茨城むつみ

理 事 柴　田　よしえ 茨城ひたち 大　友　さま子 常陸

理 事 米　川　真由美 茨城旭村 橘　　　道　子 日立市多賀

理 事 原　　　範　子 しおさい 方波見　弘　子 なめがた

理 事 山　田　和　子 茨城みなみ 増　尾　安　以 茨城かすみ

理 事 江　連　秀　子 北つくば 千　勝　真知子 北つくば

理 事 白　石　晴　子 茨城むつみ 小　口　なか子 常総ひかり

理 事 一　條　照　美 なめがた 一　條　照　美 なめがた

監 事 中　嶋　照　子 やさと 山　﨑　美栄子 新ひたち野

監 事 日向寺　恵　美 しおさい 小　橋　覚　子 水戸

＜平成２９年～３０年＞ ＜令和元年～２年＞

役職名 氏　　名 所属組織 氏　　名 所属組織

会 長 原　　　範　子 しおさい 原　　　範　子 しおさい

副会長 橘　　　道　子 日立市多賀 橘　　　道　子 日立市多賀

副会長 中　嶋　照　子 やさと 中　嶋　照　子 やさと

副会長 小　口　なか子 常総ひかり 永　盛　祐　子 北つくば

理 事 山　口　成　子 水戸 吉　村　佳　子 常陸

理 事 吉　村　佳　子 常陸 米　川　玲　子 茨城旭村

理 事 宇津木　みどり ほこた 大　川　ちよの 水郷つくば

理 事 増　尾　安　以 茨城かすみ 山　﨑　美栄子 新ひたち野

理 事 瀬　畑　千世子 北つくば 関　　　寿美子 茨城むつみ

理 事 倉　持　せつ子 岩井 中　村　妙　子 常総ひかり

理 事 一　條　照　美 なめがた 一　條　照　美 なめがたしおさい

監 事 山　﨑　美栄子 新ひたち野 綿　引　恵美子 水戸

監 事 小　橋　覚　子 水戸 小　橋　覚　子 水戸
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＜令和３年＞ ＜令和４年＞

役職名 氏　　名 所属組織 氏　　名 所属組織

会 長 吉　村　佳　子 常陸 吉　村　佳　子 常陸

副会長 原　　　範　子 なめがたしおさい 原　　　範　子 なめがたしおさい

副会長 飯　村　香代子 茨城みなみ 飯　村　香代子 茨城みなみ

副会長 古　矢　昌　子 岩井 古　矢　昌　子 岩井

理 事 田　口　三智子 水戸 田　口　三智子 水戸

理 事 山　崎　きぬ江 常陸 山　崎　きぬ江 常陸

理 事 菅　谷　好　美 ほこた 菅　谷　好　美 ほこた

理 事 荒　木　た　け つくば市 荒　木　た　け つくば市

理 事 小　野　もと子 やさと 小　野　もと子 やさと

理 事 中　村　妙　子 常総ひかり 山　中　眞理子 常総ひかり

理 事 一　條　照　美 なめがたしおさい 一　條　照　美 なめがたしおさい

監 事 利根川　秀　子 北つくば 利根川　秀　子 北つくば

監 事 江　連　いずみ 常総ひかり 江　連　いずみ 常総ひかり

５．活動の概要
（１）経過

　茨城県ＪＡ女性組織協議会は、昭和29年茨城県農協婦人部連絡協議会として結

成されました。以来、「ＪＡ女性組織綱領」と「ＪＡ女性組織5原則」のもと数々

の活動を展開してきました。

令和４年度�役員メンバー
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　ＪＡ女性組織協議会は、ＪＡをよりどころとして、食や農、くらしに関心のある

女性が集まって活動する組織です。農家でも、農家でない人も誰でも気軽に参加で

き、幅広い世代の人が活動する組織です。

　食農教育や地産地消など、食や農にかかわる活動だけでなく、助け合い活動、環

境保全活動などの社会的な活動などにも取り組んでいます。昭和、平成、令和と長

い歴史の中で、ＪＡ女性組織協議会は時代に沿った活動を展開し、地域の様々な課

題解決に取り組んできました。

（２）３カ年計画でのメインテーマ

　平成26年には、60周年という長い歴史のくぎりを迎え、『地域をつぐむ　次代

につなぐ　女性のちから』をメインスローガンに60周年記念大会を開催すること

ができました。

　平成25年度から次の①～④の３カ年計画でメインテーマを掲げ、女性組織活動

の実践と活動の活性化と仲間づくり、食と農、地域を守る活動とＪＡの活動や事業

に積極的に係わり�、女性のＪＡ運営参画を進めてきました。

①平成２５年～　２７年：－次代へつなぐ－�

　　　　　　　　　　　　　ＪＡ女性組織活性化３カ年運動

②平成２８年～　３０年：第４次　ＪＡ女性組織活性化３カ年計画

③平成３１年～令和３年：☆地域で輝く　ＪＡ女性部員パワー☆

④令和　４年～令和６年：ＪＡ女性　想いを一つに　かなえよう　

（３）組織問題について

　女性部員数は10年前と比べて約3,000名が減少する状況になり、フレッシュミ

ズ組織も10年前と比べて半減しています。そんな中、令和４年７月にフレッシュ

ミズの組織が１組織新しく誕生したのはうれしい出来事です。

（４）ＪＡ運営における女性参画

　女性役員の登用に取り組み、平成

24年の女性役員数は20ＪＡで38名

でしたが、令和４年7月現在では、女

性役員は17ＪＡで48名に増加、女性

の声を事業に反映できる環境に一歩前

進しました。 フレッシュミズの会（ミニトマト収穫体験）
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（５）『小さな助けあい（愛）運動』

　平成元年度から拠出金を集め基金を造成しながら小さな助けあい運用を開始しま

した。拠出金は部員の減少により減少傾向ですが、見舞金等の支出は年々増加して

います。

　令和３年度の実績は72万7,400円の拠出に対し、見舞金等の支給は72万円でし

た。基金造成目標は1,000万円ですが令和３年度末現在の基金は、912万9,161円

となっています。

＜小さな助けあい（愛）運動　支給内容＞

支出項目 弔慰金 見舞金

(1)女性部活動及び
日常での不慮の事故

本人死亡の場合 （本人が事故により障害を受けた場合）
・入院治療を要する７日以上

(2)病気 （本人が病気になった場合）
・入院治療を要する７日以上

（１）・（２）　　５，０００円

(3)特別災害 支給の可否・支給額はその都度、ＪＡ県女性協
役員会において協議決定する。

（６）新型コロナ禍のなかのＪＡ女性組織活動

　新型コロナウィルスの感染が収まらないなか、実際に集まることができなくなり、

活動の停滞とそれに伴う仲間との関係が希薄になるなどの影響が出ました。

　これらの問題を解決するためにメンバー同士のつながりを強め、さらにＪＡ女性

部の理解者を増やすため新しい取り組みをはじめました。

　17組織が持ち回りで地元の食材を使ったレシピ動画を撮影し、『Farm�to�table　

農家の料理献立』というタイトルの動画をYouTubeから発信しています。

　また、ＪＡ女性部活動は国連が掲げるＳＤＧｓ（「持続可能な開発目標」）に関連

していることからＳＤＧｓを理解し、意識して活動を展開していきます。
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